
平成30年度 産業技術大学院大学 enPiTプログラム実施体制
《参加教員》
酒森潔 (教授)　　中野美由紀 (教授)　　永瀬美穂 (特任准教授)
中鉢欣秀 (准教授)　　渡邊紀文 (助教)　　大﨑理乃 (助教)
加藤由花 (東京女子大 教授)　　鈴木弘 (都立産技高専 教授)
滑川光裕 (嘉悦大 教授)　　岡本潤 (嘉悦大 准教授)
今給黎隆 (東京工芸大 准教授)　　藤原和彦 (仙台高専 准教授)
嵯峨智 (熊本大 准教授)

《事務局》
下田雅己　　渡部麻衣子　　田中堅志　　柳星口

《連携企業》
富士通株式会社　　株式会社ドワンゴ　　株式会社アトラクタ
株式会社翔泳社　　ワイクル株式会社　　合同会社カナタク
株式会社ゆう　　株式会社オンザロード　　SCSK株式会社
株式会社エス・エム・エス　　有限会社Studio LJ
アギレルゴコンサルティング株式会社

平成30年度 琉球大学 enPiTプログラム実施体制
《参加教員》
名嘉村盛和 (教授)　　山田孝治 (教授)　　遠藤聡志 (教授)
岡﨑威生 (教授)　　當間愛晃 (准教授)　　長山格 (准教授)
赤嶺有平 (助教)　　國田樹 (助教)　　比嘉究 (特命助教)
コウジエイチク・ヤクブ (委託非常勤講師)

《企業アドバイザー》
大城佳明 (YassLab株式会社)

《事務局》
嶺井恵里奈

《連携企業》
株式会社OCC　　株式会社沖縄ソフトウェアセンター
株式会社レキサス　　株式会社ジャスミンソフト
LiLz株式会社　　株式会社ドリーム・アーツ沖縄
YassLab株式会社　　株式会社ニューロマジック

ご挨拶

年末の慌ただしい中、成果発表会へのご来場、心より感謝申し上げます。

産業技術大学院大学および琉球大学は、平成28年度より文部科学省補助事業「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成（enPiT2）」におい
て、筑波大学を代表とした全国10大学からなるビジネスシステムデザイン分野の拠点形成の連携校として、実践教育のカリキュラム開発、教材開
発、FDに取り組んでおります。平成29年度からスタートした学部3, 4年生を対象とした実践教育は2年目を迎えました。今年度は参加学生数、連携
企業数が増え、大学間連携も活発化するなど教育プログラムもより充実したものとなっております。

本成果発表会は、琉球大学、嘉悦大学、仙台高等専門学校の学生を対象に実施したenPiT2教育プログラムの発展学習（PBL演習）で開発したプロダク
トの内容と開発プロセスの状況を報告するものです。参加学生は基礎知識学習と夏期合宿（静岡県御殿場市で8月に開催）で学んだ専門知識とスキ
ルを駆使し、独自に考えたソフトウエア・プロダクトを開発しております。

本学のenPiT2教育プログラムにおけるPBL演習は、学生チームが設定したターゲットユーザーが抱える課題の解決を目指したプロダクトをアジャ
イル方式で開発するものとなっています。開発したプロダクトは直ちに収益を上げるというものではありませんが、学生は、以下の2点を、経験を通
して学ぶという目的の下で演習を実施してきました。
(1) ターゲットユーザーの課題解決を強く意識したプロダクトデザインを行う。
(2) チーム開発で直面する諸々課題をアジャイル開発方法論とモダンなツール群を活用して柔軟に乗り越えて行く。

ご来場いただいた皆様には、プロダクトおよび開発プロセスを話題として受講生との議論を深めていただければと思います。企業エンジニア、地域
の皆様、学生、他大学教員など、多くの異なる立場の方々との議論を通して学生の学びが一層深まるものと考えております。是非、皆様には最後まで
楽しみながらご参加いただければと思います。

本教育プログラムを開発、実施する上で、第一線で活躍されているエンジニア、プロダクトマネージャー、アジャイルコーチの方々の知恵と労力を
活用させていただきました。心よりお礼を申し上げます。

本教育プログラムはまだ道半ばで、来年度以降も継続して実施して行く計画です。今年度も多くの企業、連携校の方々にご指導、ご協力を受けなが
ら進めて参りましたが、次年度以降も一層のご協力を重ねてお願いいたします。

産業技術大学院大学 enPiT事務局
琉球大学 enPiT事務局

酒温泉東  

プロダクトオーナー & 開発者　

熊埜御堂 元晴
スクラムマスター & 開発者　

内原 朝也
開発者　

与那嶺 東
開発者　

上原 良太
開発者　

伊波 卓浩

知らない波に会いに行こう。   

NAMI LOG
訪れたサーフポイントの位置と波情報が記録でき、その情報を友だちに共有することで
新しいサーフポイントに出会うことができます。サーフポイントまでのルートもわかり、
自分で記録したサーフポイント、共有された新しいサーフポイントへ迷わずに行くこと
ができます。 

お酒大好き！ 温泉大好き！ 東大好き！ そんな僕たち酒温泉東

皆んなが、分担したタスクに最善を尽くしてい
て、とてもいいチームでした。完成したプロダ
クトは、最高なものになりました。
初めてのスクラム開発とっても難しかったです。スプリ
ントを終える度にチームが良くなっていることが感じら
れて、スクラムを通してチームみんな成長出来ました！
私は、チーム活動で全然発言できなかった。
そんな私をチームの一員として見て、支えて
くれたER班ありがとう！

お酒と温泉のおかげで頑張れました！
終わったら飲みに行こう！

チーム全員がやる気いっぱい元気いっぱい、
楽しみながら一生懸命がんばって開発ができ
ました。

ICTを活用するIoT時代のイノベーション人材育成のための
ビジネスアプリケーション/システムデザイン

実践教育ネットワーク
Education Network for Practical Information Technologies

ビジネスシステムデザイン分野

文部科学省　成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成

2018年 12月22日（土）13：00～17：30
琉球大学 工学部 1号館 322教室

産業技術大学院大学♥琉球大学
enPiT2 成果発表会 2018

13:00～13:05　開会の挨拶（琉球大学工学部工学科知能情報コース長 山田孝治 教授） 
13:05～13:55　受講生による成果発表（7チーム） 
13:55～14:00　休憩 
14:00～15:20　受講生によるポスター発表＆デモ実演、投票（※場所：工学部1号館321教室）
15:20～15:30　休憩 
15:30～16:15　受講生によるチーム開発のふりかえり / その他参加者は休憩 
16:15～16:25　休憩 
16:25～17:05　enPiT2教育プログラムのふりかえり（琉球大学 名嘉村盛和 教授）
17:05～17:25　表彰式（産業技術大学院大学 酒森潔 教授）
17:25～17:30　閉会の挨拶（産業技術大学院大学 川田誠一 学長） 
18:00～19:30　交流会・情報交換会（※場所：工学部1号館321教室）

本日のプログラム


